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〔開議 午前１０時００分〕 

議長（小川公明議員） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１０名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元の報告書は朗読を省略し、これより議事に

入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元の議事日程第４号により取り進めたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において、６

番、中井勇気議員、７番、南靖久議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 最初に、２番、西川守哉議員。 

〔２番（西川守哉議員）登壇〕 

２番（西川守哉議員） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、通告に基づき、一般質問を始めたいと思いますが、その前に少し言

いたいことがあります。 

 私は、一般質問の作成に当たり、いつも市民の皆さんから聞かれる質問を主に

取り入れていますので、質問内容が多岐にわたることを理解していただきたい。

今回は、過去の私の質問に対し、いつもはぐらかす答弁か、質問と違う内容の答

弁を繰り返し続けてきた市長の答弁に対し、市政に関わる大切な質問であること

から、今までの答弁の整合性について聞いてみたいと思います。 

 それとは別に、一つ、以前から気になった点があるのですが、市長は、委員会

の折において、発言の折に、着座での答弁は別に何とも思いませんが、肩肘をつ

いて片手マイクの発言は、少し見た目には非常に不快感を覚えます。私だけでし

ょうか。くせならあまり感心しないので、首長としては、少し注意してみたらど

うでしょうか。 

 それでは、言い逃れやごまかしとうその違いについては何でしょう。そこで、

うそについて調べてみたところ、大きく分けて五つのうそに分別できるようです

が、それは１、事実を言うとトラブルになるうそ。つまり、事実を隠すことでト

ラブルを避けようとするうそ。２、約束を守れないときのうそ。約束を果たせな
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い理由を隠すためのうそ。３、自分を守るためのうそ。自分の利益を守るために

使ううそであります。４番、他人を守るためのうそ。誰かを傷つけないために真

実を隠すうそ。５番、冗談や軽いうそ。笑いを取るための軽いうそに大別できる

そうです。４番などは、病気の人を元気づけ、５番などは、お酒の席で盛り上げ

るために誰もが笑って聞き流せる大した罪もないものだと私は思いますが、その

ほかの三つのうそは、人として最低ですね。 

 市長、以前に私が神聖なる本会議場で虚偽の発言をした場合には、偽証罪のよ

うな罰則を設けるべきと提案したことを覚えていますか。そのときにも明確な答

弁はいただけなかったのですが、いま一度、答弁をお願いします。 

 そのほかに、指定管理についてもお尋ねします。 

 指定管理関係では、古道の湯の入れ墨問題について、前回も質問しましたが、

市長の答弁が、私の調べた入れ墨を認めた他の温浴施設の情報とあまりにも似て

いたため、もしやと思い情報開示を行ったところ、ＯＭＯＴＥＮＡＳＩさんから

既に入れ墨客の入浴の要望書が出されていましたね。しかも、答弁は要望書のま

んま答えていました。この件も隠さずに、要望書が出ていますのででよかったの

ではありませんか。市長がこれから進める１０の大型事業について、２で述べた

ような約束を守れないときのうそ、つまり約束を果たせない理由を隠すためのう

そがつけないように、いま一度質問します。 

 本当に市長の任期残り３年と数か月で、１０の大型事業は全て完成するのでし

ょうか。頑張って目指しているのような、確定的要素のない答弁なら要りません。

確定的な答弁を求めます。本格的に市債の返済がピークになり、市政が苦しくな

るのは、市長が退職されてからです。 

 以上で、私の壇上からの質問を終わります。 

議長（小川公明議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、西川議員の御発言、そして御質問についてお答えし

たいと思っております。 

 西川議員にとっては、私に対して五つのうそというようなことをおっしゃって

いますけれども、具体的にどういう話なのかということは、今度は壇下でいろん

な御質問をされると思いますので、それについては受け答えさせていただきたい

と。 

 最初の入れ墨、タトゥーの話ですね。タトゥーの話につきましては、ちょっと
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私なりに解釈し、発言した内容もございますし、タトゥーを使っているいろんな

事業所があるという、そういう話については、私が聞いたわけじゃないんです。

当然きちんと私のほうに情報を持ってきた内容をお答えしたというような話でご

ざいまして。 

 タトゥーについての要望書云々のことがありましたけれども、たしか１２月１

０日、前回の第４回の定例会、令和７年のときに、そういう御質問をされていま

した。私は私なりに、一応今回の場合については国の指針も出ていますし、いろ

んな事業所、津の榊原とか、いろんなところ、情報が入ってきましたので、その

辺のお話をして、要望書云々というよりも、要は今回の場合には、確かに要望書、

出てきたというのは、私はそれ、失念していたと思います。だけれども、要する

にそういう国の指針、あるいは事業所がそういうことを許可しているって、オー

ケーしているというようなことについて、指定事業者とその対応については前向

きに協議しますということは発言させていただいておりますので、要望書に対し

てどうのこうのというのは、私は一応言い訳を申し上げますが、失念していたん

じゃないかなというような思いもございます。 

 それと、次の１０の大型事業、確定的なのかどうかということ。当然１０の大

型事業については、前もって、こういう事業をやることによって尾鷲がどういう

ふうな形になるのか。もちろんやはり尾鷲の活性化を目指しながら、１０の大型

事業を計画し、それを実行計画に移して、それを今、進行中であるというような

ことですから、一つ一つ細かくあれしているんじゃなしに、私としては、この任

期中に１０の事業については、完成する部分もあるだろうし一部伸びる部分もあ

ると思いますけれども、しかしこれは相手のあることですので、これもじっくり

とやっていかなきゃならない。この大型事業の誘致についても、極力任期中に、

これが目に見えるような形できちんとやっていきたいと。ほかの事業について、

ほかの誘致以外の八つの事業については、令和１０年には供用開始になるように、

今一生懸命いろいろ折衝したり、いろんな形で財政計画を立てたり、いろんな相

手との折衝等々をやりながら、やるべきことはやりながら、１０の大型事業につ

いては完成させるつもりで、今、頑張っております。 

 この程度で、壇上からの質問に対して、御意見に対して、私から回答させてい

ただきたいと、こういうふうに思っております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） やはり確定的な答弁はもらえませんでしたね。 
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 これからの大型事業で、市長の公約の１０の項目ですが、夕刊各紙に掲載され

ていましたが、当初予算が５年連続で過去最高となっていましたが、市の債務が

２０２６年末には１００億円近い数字になりますが、今後、大型事業を進めてい

くと、いわゆるランニングコストをどのように考えていますか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） ランニングコストどうのこうのというのは、１０大事業を達成

させる、達成するためにはやはりそのための原資が必要であると。当然のことな

がら、原資がなければ事業はできません。そういう形で、もう前々からずっと、

財政の見通し、あるいは計画まではいっていませんけど、財政見通しを立てなが

ら、私自身はこの事業について進めていると。 

 ランニングコスト云々の話につきましても、正直申しまして、今、議員の皆様

にも、私の方針というのをお話しさせていただいたと思うんですけれども、何と

いってもやはりいろんな事業を進めるに当たっては、やはり財政見通しというの

は絶対必要でございますので、その根本は何なのかと、基本は何なのかって申し

上げると、やはり一番大きなのは、預貯金というべき財政調整基金をどれだけ残

して事業を進めていくのか。これは私は、要するに１０億円ということを言って

おります。 

 もう一つ、公債費についても、今、８億円ぐらいになっているんですけれども、

多少なりともこの事業を行うことによって伸びていくでしょう。これも一応１０

億円をめどにすると。 

 それから、あとは債券の市債の話なんですけれども、今、八十何億かな。大分、

当初１２０億ぐらいあったやつをどんどんどんどん下げてきました。しかし、や

はりまちを発展させる、活性化するためには、やっぱりある程度の投資が必要で

あると。その限度額を一応１００億円というようなことを言っています。ただ、

１００億円あっても、今の事業というのは多少なりとも一、二年は１００億を超

えるでしょう。しかし、その先は１００億を下がるという、そういう見通しの中

で事業を進めておりますので、御理解いただければと思っております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 今おっしゃっていただいた財政調整基金。市長はよく自慢げ

に、予算を増やしたと述べられています。３月に予算が出され、９月の決算に余

剰金が出ます。その金額の合計があたかも、今、市長が述べられたように、自分

が努力してつくった金額のように得意げに発言していますが、それは、各課が途
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中でなくなると困るから予算を多めに上げているからであって、９月の決算時に

余った余剰金の合計なんですね。それは市長の手柄や努力ではなく、各課長たち

の努力になりませんか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 当然やっぱり市の執行部の努力によって、要するに令和６年度

の決算で財政調整基金が２５億になったと。 

 私が就任した当初というのは大変財政危機に陥っておりまして、その当時は１

０億なかったんですよね。これはいろいろと、これも要するに一番大きな話とい

うのは、所信表明でも述べましたけれども、ふるさと納税の、要するに寄附額で

す。これにとって、５０％がネットで尾鷲市のほうへ入りますから、それを使う

ことによって事業が、そうすると今まで財政調整基金から使っていた分が、それ

が要するに使わなくていいと。こんな話がありますし、当然コロナのときについ

ても国のほうから交付金を頂いて、それをいかにして、今の市のやるべきことを

きちんとやってきたか。その辺のところを調整して、今の現代に至っているとい

うことでございます。ですから、私は自慢しているんじゃなしに、私が代表して、

市の職員のおかげでこういうふうになったと。そういう話ですかね。ということ

でございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 壇上で述べたように、質問が多いので、市長、もっと簡潔に、

的確に答弁をお願いします。 

 今述べられたふるさと納税、７億あった、それ、全て７億使えるわけじゃない

んですよね。それ、市民の方にふるさと納税が７億円ありました。市民の方、勘

違いしますよ。丸々７億円使えるものではないんです。予算の中には、常に赤字

の負の遺産事業。例えば、海洋深層水事業の予算は計上されていましたが、これ

から尾鷲の財政を確実に苦しめ続けていく尾鷲総合病院の経営はどう考えている

のでしょうか。これからの質問は簡潔にお願いします。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、ふるさと納税についての７億円というのは、要するに御

寄附額が７億円であって、尾鷲市に入る、ネットというのか、使える基金として、

大体半分ぐらい、３億５,０００万が５０％、これは常に申し上げております。 

 もう一つ、海洋深層水につきましては、当然のことながら、事業としては赤字

です。しかし、それをやめるわけにいかないということは何度も何度も申し上げ
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ております。それは、やめれば、要するに補助金を頂いた分を返さなきゃならな

い。これがもう非常に大きな金額であると。ばかにならない金額です。 

 そして、病院の経営につきましては、確かにコロナに入る前、令和元年のとき

には利益を出しました。しかし、コロナに入ってから、実質的な営業利益という

ものは真っ赤っかな赤字です。それを国が、かなりの大きな交付金でもって、一

応内部留保金はたまったと。しかし、コロナが明けたときに大体６億円ぐらいの

赤字が続いていると。要するに、今まであった内部留保金がゼロになってしまっ

た。今回も４億円ぐらいの赤字になっていると。 

 しかし、これをどうするのかというような話については、一応方向性としては、

やはり我々としてもいろんな改革をやりながらやっています。ただ、しかし、そ

れが、赤字がどんどんどんどん続くようなことであれば、尾鷲総合病院を潰すわ

けにはいかないんです。それをいろいろ簡素化しながら、要するに診療科という

ものもきちんとやっぱり精査しながら、やはりその辺のところはやめていかなき

ゃならないかも分からない。だから、私が申し上げておりますのは、二次救急医

療は必ず残すと。それのための対応策ということについて、今後は、要するに所

信表明でも申し上げましたように、早急にやはり検討を進めていかなきゃならな

いということを申し上げた次第でございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） コロナ給付金をもらっていたから黒字ではなく、その当時、

コロナ給付金を頂いていたからやりくりできただけで、病院経営は当時から赤字

だったと思います。 

 これからの１０の大型事業のうち、大型製材所とエビ養殖については各事業主

が行うのですから、尾鷲市からの出費は必要ありませんね。事業を誘致すると、

他の市町では、税法上優遇などを図っていますね。市としてはどう考えています

か。 

 大型製材所については、今ある市内の製材所との関係はどうなるのでしょうか。

共存は可能なのでしょうか。大型製材所が来れば雇用が増えると述べられていま

すが、現在ある小さな製材所に影響が出て、廃業に追い込まれるとなると、失業

者が出ますから、本末転倒になりませんか。特に、製材関係の地元事業者とのす

み分けはできているのでしょうか。この点についてだけ、答弁お願いします。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 大型事業を誘致することによって、それに対するやっぱり設備
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等々で、これについての固定資産、これが入ってくる。これが要するに歳入、収

益として入ってくると。我々としては、それに対して、いろんな国からの補助

云々等々で、その事業が有利に進められるような、投資に対して有利に進められ

るような、そういう補助もやっていかなきゃならない。今検討中であると。 

 当然、事業が、この大型事業というのか、要するに企業を誘致するということ

は、雇用が生まれることは事実でございます。今、大体バナメイエビとあれで大

体何名ぐらいなのかというのは、七、八十名は一応雇用が可能であるんじゃない

かなと私は思っておりますんですけれども、そういう形で、要するに彼らが事業

を尾鷲にやっていただくと。そのためには、やはり補助金等、いろんな手続等々

で我々は協力していると。尾鷲市にとっては、当然のことながら、固定資産、あ

るいは設備投資の償却資産でこういったものが、金額的にはまだそんなの計算し

ていませんが、幾ばくか歳入として入ってくる。 

 そして、何度も申し上げていますけど、雇用を促進していろんな交流人口が高

まるということは事実でございますので、この事業としては本当にきちんとして、

我々も協力しながらやっていかなきゃならないというところでございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 私は地元製材所のすみ分けだけで答弁はいいって言ったんで

すけど。 

 市長はどこかのＣＥＯとお会いしたと前回話されていましたが、会って話をし

ただけで誘致の契約は取れたのでしょうか。大型製材所もエビ養殖も、仮定の話

として聞いていいのですね。つまり、雇用が増えるのも仮定の話ですね。当初の

話では、エビ養殖も今年度稼働予定でありませんでしたか。仮定ではなく、現実

可能な事業誘致は実際できるのでしょうか。商工会と一丸となってやっているだ

けでは、あくまで仮定の域を出ていませんが。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 当然事業を進める前に、仮定じゃないんです、構想を立てるん

ですよ。構想を立てながら、それを計画に結びつけて、実行計画をつけて、実際

に施工するというのか、着工するというのか、そういう形で進めるのが、事業と

してのやり方です。おっしゃるように、仮定じゃないんです。これを、構想をき

ちんと具現化していって実現させるということが大きな話でございますので、こ

の分については、大型製材、あるいは陸上養殖の事業の誘致については、もう前

向きにやっておりますし、当然のことながら、彼らと協力をしながら、いろいろ
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情報交換をしながら、県、あるいは国のほうにもいろいろ要望をしながら進めて

いるということは事実でございますので、この二つについては絶対にやっていか

なきゃならないと、私自身は肝に銘じて、それはやりたいと。やらないと本当に、

もう要するにあの場所であれが、あの誘致ができるということについては、本当

に尾鷲、変わりますよ。私はこれだけはやっぱり絶対やりたいなと思っておりま

す。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 尾鷲市はゼロカーボンを目指していると公表されていますが、

大型製材所がもし実現するとなると、市有林の木を大量に伐採することになりま

すが、そのときはＪ－クレジットはどうなりますか。そうなると、ダブルスタン

ダードにはなりませんか。 

 大型製材所といっても、現在はＡＩが主流ですので、市長がさっき述べられた

ように、大した雇用は生まれないとも聞いていますが、誘致すると盛り上がって

いるのは、市長と商工会の方々が地方紙をにぎわせているだけで、このようなう

わさ話だけなら、南海トラフのほうが早く来そうですね。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今、尾鷲が、要するに企業誘致でもって元気にしていこうとい

うような思いの中で、極力情報のほうは、できるところは市民の皆様方に出して

おりますけれども、まずはやはりその辺のところを御協力いただきたいと思って

おります。 

 ゼロカーボンと、要するに間伐の状況、大型製材がきたということ、それはや

っぱりきちんとバランスを合わせながら、ゼロカーボンのほうのそこから来る収

益、あるいは大型製材としてそこで一応原木を供給する、その辺のところはバラ

ンスを取りながらやっていかなきゃならないと。これについては、せんだっての

仲議員の御質問に対して、あるいは中井議員の御質問に対してお答えさせていた

だいたとおりでございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） まずは、最初から体育館の耐震工事において、入札者が前日

に辞退で、スタートからつまずきましたね。 

 資材等の物価の高騰は急騰しているのは分かっていたはずですが、図面がその

ままで事業を進めるとなると、以前に私が懸念した予定価格を上げるのでしょう

か。これ、もう業者の言いなりですね。お隣の紀北町のポンプ工事のように、１
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者入札、１００％落札にでもなれば大変ですから、入札に関しては、尾鷲市なり

の創意工夫をしていただきたい。というのは、全国でも入札不調により工事その

ものが取りやめになった事例がたくさんありますが、無理に進めようとすると、

また工事金額の増額追加が必要となり、それならば最初から規模の小さい新築に

近い金額でよかったということになりかねません。広域ごみ処理場が基礎工事だ

けで増額したのが分かりやすい事例だと思いますが。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今回の体育文化会館、中央公民館、当初の１０億６,９００万

という数字については、設計者がきちんとやっぱり綿密に無駄を省くところは省

きながら、あるいは市民の皆さんから、あるいは議員の皆さんから要望のあった

ことを入れながら、それで１０億６,９００万という、もう本当に綿密にやった

んです。それが入札に来て不調に終わったという事実はございます。それを今後

どうしていくのかということで、再見積りを、要するに公の機関にお任せして数

字が出たと。これをもって、再入札を尾鷲のルールに従った形でやっていきます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 特に気になるのが、耐震強度を表すＩｓ値ですが、設計時に

は０.６を目指すと述べられていましたが、私は公共の二次避難場所になるため

には、０.７５以上が必要と質問した後からの説明では、いつの間にか０.６から

０.７５にＩｓ値が変更されていましたが、施行前に図面がそのままで数値だけ

を変更するのもおかしな話で、実際のＩｓ値は工事完成後にさらに耐震診断を行

わなければ正確な数値は分かりません。御存じでしたか。もちろん人命に関わる

案件ですから、新たに耐震診断を行うのでしょうね。それで０.７５を確保でき

ていなければ、これ、どうなりますか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、西川議員が０.７５あれしなさいというその経緯は、

我々は０.６５でいいというような話なんですけれども、やっぱり御要望に沿っ

て我々としては、目標値として、Ｉｓ値０.７５に対して、今、設計値として、

体育文化会館は０.７６６、それから中央公民館は０.７６３、これを設計値とし

て、これであれしていると。 

 後の話については、副市長のほうから答弁させていただきます。 

議長（小川公明議員） 副市長。 

副市長（下村新吾君） 体育文化会館、中央公民館の耐震・長寿命化工事の設計概要
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において、現地調査等により、建物の特性を把握した上で、耐震性能に関しては、

Ｉｓ値０.６以上を確保するように、うちのほうから指示をさせていただきまし

た。 

 その結果、これは事業費の抑制ということもあって、０.６を以上ということ

をお願いしたわけですが、プロポーザルの委員長のほうから、さらなる耐震性能

の向上は望めるかというような御意見がありました後、設計業者のほうから、構

造計算のほうをさらに精査して、耐震性能を考慮するということになったという

わけでございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 二次避難所は耐震強度０.７５と、国の指針で決まっていま

すよね。 

 話は変わって、現在解体中の津波タワー建設場所の中京銀行の前を私はいつも

通るんですが、なぜあのような丈夫な建物を解体する必要があったのか。幾ら国

や県から補助金が出るにしろ、もっと安価に建築できる場所があっただろうなと

思いながら通っていますが。補助金以外に尾鷲から持ち出しもありますし、必要

のない駐車場の土地まで購入させられて、国や県から補助金を差し引いたとして、

尾鷲独自の工事費以外の建物と駐車場を中京銀行から一体幾らで購入しましたか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、この津波避難タワーについては、国もきちんといろんな

形のほうで要請しております。県も一生懸命頑張っていただいていると。もう基

本的には今、津波避難タワーの総経費については、大体６億７、８,０００万な

んですけれども、約１０分の９が国・県からあれして、それは全部込み込みで土

地の分と解体についても全部込み込みで、大体１０分の１以下、大体今の予測で

は６,７００万ぐらい尾鷲市が負担する予定なんですけれども、やはりその前に

もう避難タワーは絶対にやっぱりあの低地ではやっていかなきゃならない。そう

いう要望も強くありましたから、これだけはやらせていただいたということで、

金額についてはかなり安い金額だったと思います。今、防災危機管理課長から、

その辺の金額については説明させていただきます。 

議長（小川公明議員） 防災危機管理課長。 

防災危機管理課長（大和秀成君） 中京銀行につきましては、８５０万で購入をいた

しました。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 
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２番（西川守哉議員） ８５０万もあれば、近くの空き家、土地を寄附してくれる人

もおったんですから、それで普通の民家を解体したらもっと安くできたでしょう

にねって、もったいないなと思います。 

 先日の議運や全協でも、追加議案で物価スライドの増額の話がありましたが、

一体いつまで大型事業での物価スライド価格による工事費の増額は続くのでしょ

うか。こうなると、これはもう公共工事の落札価格はないに等しいですね、これ

だけ増額、増額ってなると。それ、どう思いますか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） これだけ物価が高騰した場合には、物価スライドは当然認めら

れておりますし、それに対して、我々としても、その事業に対して、その分は応

分の負担はしなきゃならない、こういう思いでやっております。 

 ただ、大型事業云々の等々言っておりますけれども、この１０の大型事業がど

うしてもやっぱり今、尾鷲で必要なことでもって、要するに令和１０年にはきち

んと完成させるということを申し上げておりまして、そういう意味からにしても、

物価スライドに応じた形で。ちなみに、要するに再開発事業とか何とかというの

は、どんどんどんどんやめていった、例えば名古屋の名鉄なんかとか、そういう

いろんなもの、ございます。しかし、我々としては、これをやっていかないと尾

鷲の活性化はないという、私は思っておりますので、その事業をきちんと、財政

をきちんと守っていきながらやっていくということで進めておりますので、御理

解をお願いしたいと思っております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 津波タワーで物価対策にはならないと思いますけど。 

 次、指定管理について。 

 古道の湯における今回の入れ墨客の要望書についてですが、開示請求で要望書

が出ていると分かってから、私は古道の湯の責任者に面会を求めて話を聞いたと

ころ、一度解禁してみて駄目なら元のように禁止するとの返答でした。一度認め

てしまえば次に来たとき禁止になっていれば、もめるもとですね。一体このよう

な要望書に関しては、誰が、いつ、どこで、どのようにして決めるものなんです

か。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この件については、商工観光課長のほうから説明いたしますの

で、よろしくお願いします。 
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議長（小川公明議員） 商工観光課長。 

商工観光課長（濵田一多朗君） 要望書につきましては、指定管理者から商工観光課

のほうに要望書が届きまして、その中でいろんな国の指針であるとか、国の答弁

であるとか、県内の他市町の施設の状況等を確認させていただいた上で、商工観

光課としての意見をまとめさせていただいた上で、市長に決裁を上げさせていた

だいております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 商工観光課長の判断でいいということですね。 

 そこで、古道の湯に出向き、数人の従業員の方に私なりに意識調査をしてみた

ら、今でも入れ墨客には注意しづらいとの返答でしたが、しかし、上の方が決め

れば従うしかないと言っていました。一度認めてから、次に、やはり駄目になり

ましたからとはなおさら言いにくいそうです。そりゃそうですよ。一度認めてか

ら、次から駄目ってなれば、もめるのは目に見えていますから、そのときの対応

する従業員の立場も少し考えてあげてみてはどうですか、商工観光課長。 

議長（小川公明議員） 商工観光課長。 

商工観光課長（濵田一多朗君） 先ほどの議員からの御質問の中で、私の判断で決ま

っているわけではございませんので、課内として案をまとめさせていただいて、

市長に決裁を上げて、指定管理者と協議の上でどうするかということを決めて結

論を出しています。そこだけは修正させてください。 

 もう一つ、従業員の考え方はあるものの、それにつきましても指定管理者との

協議の上で決定しておりますので、その辺は御理解ください。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 一議員が指定管理の内容にまでどこまで関与できるか分かり

ませんが、他の温浴施設でのインバウンドの関係上に入れ墨客を認めたことによ

り、一般客が減少したことは紛れもない事実でありますから、古道の湯は尾鷲市

民の唯一の温浴施設といつも市長が述べているように、これを認めてしまうのな

らば、市民が楽しみにしている憩いの場とは言えなくなりますね。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 市民の皆様、気にされている方もいらっしゃいますけれども、

その辺のところは当然やっぱり配慮はしていかなきゃならないと思っています。 

 しかし、冒頭でも申し上げましたとおり、世の中の状況としては、もう国が一

応それを、指針を出しているわけなんです。そして、一方では、ほかのこういう
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温浴施設も一応もうスタートしていると。そういった中で、特にやっぱり尾鷲と

いうのは、やっぱり交流人口を高めるということを、たくさんの人が、お客さん

が来ていただかないと、まちが繁栄しないんです。そういうこともあって、当然

市民の皆さんも配慮しながら、やっぱりこれを認めたというところでございます。 

 結果的に、数字だけ、ちょっと持ってこさせたんですけれども、令和７年度１

月と令和８年１月の入浴者数は、令和７年５,８１６名に対して、令和８年１月

は７,０２３名、１,２０７名増えていると。これがどうのこうのじゃないんです

けれども、数字としてこれが表れておりますので、あんまりトラブル等の報告は、

要するに商工観光課のほうには受けていないというような話も聞いていますので、

今のところスムーズに。それが、もし、大きなのにならないように、きちんと配

慮はしていきたいと思っております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） それは、確実に他の温浴施設で減っておるというデータがあ

るんですよ。 

 次に、前期の新人４人は、よく新人だけの議会報告会や市政のおかしいことを

チラシで市民の皆さんに伝えようと頑張ってきましたが、文化会館の小ホールを

使っての報告会での場合では、椅子一つを借りるにも５０円払っていましたけれ

ども、去年の暮れに、知り合いのお通夜に行った際に、駐車場は文化会館へと誘

導されました。市の直営ではない指定管理である文化会館の駐車場を使用すると

なると、料金の支払いはどのようになるのでしょうか。たしかアパートやマンシ

ョンの又貸しは禁止されていると私は記憶しているのですが、何か特別な条例で

もあるのですか。もしあるのでしたら、いつからできたのでしょうか。かなり以

前から、あの文化会館の駐車場は、葬儀場の駐車場として使われていましたが。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この市民文化会館の駐車場というのは、基本的には施設利用さ

れている方の駐車場なんです。これが原則なんです。ただ、緊急のとき、あるい

は公共目的で使用する場合に、これを除いて、尾鷲市、あるいはこの指定管理者、

これが一部の事業者に使用させることはございません。また、使用に関する依頼

を受けたこともございません。その中で、あそこの駐車場ですから、ただ長時間

止めているとか、あるいは無断占有しているとか、悪質な場合を除いて、市民の

方が一時的に短時間駐車することまでは厳しく制限していないというのが現状で

ございます。議員がおっしゃるようなことがあったのであれば、これ、必ず担当
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のほうに確認させます。確認させて、事実であったとすれば、今後、そのような

ことがないように改める必要があると思っております。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 入り口に堂々と書かれていましたけどね。 

 尾鷲市は、私が変だなと思うのは、尾鷲市は、今年から九鬼や三木里での駐車

料金を徴収しようとしている方向性において、一指定管理においては管理者任せ

なのでしょうか。そこのところが釈然としないのは私だけですか。これは文化会

館に借地料を払っていても、無償でも、議会には一応報告が必要ですよね。看板

で誘導して使用するのであれば。でないと、これからの九鬼や三木里での駐車料

金問題にも関係しますから、このようなときのために有識者がいるんじゃないん

ですか。その方たちの意見も聞いてみたいです。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 九鬼と三木里の場合は、ちょっとこっちのほうへ置いておきま

す。あれはもう条例をつくってきちんとやっていますから、当然のことながら、

要するにお客さんが多いところはある程度整理するがための駐車場でございます

ので。 

 この件については、先ほども申し上げましたように、まずは市民の方が一時的

に短時間駐車することまで厳しく制限していないということを申し上げておりま

したけれども、やはりそれ、ちょっと停めるぐらいいいんじゃないかなというよ

うな思いが私はあります。だから、さっきの、おっしゃっているような、せぎや

まホールですか、そういう依頼を受けたということも我々は全然ありませんし、

その辺のところはある程度アドバンスを持ちながらやらせていただければ。がん

じがらめにやるというのはどうかなということは、私はこの市民文化会館に対し

ては思っているんですけれども。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） さすが商工会支持母体の市長。あれですよね、ルールはルー

ルできっちり守らないと、あやふやになったときに、もめるもとですよ、これ。 

 次、市長は、いろいろ発言の整合性が合わないところで聞きたいんですけど、

今回は私用で、私は広域ごみの処理施設の東紀州環境組合臨時議会を傍聴するこ

とはできなかったのですが、基礎工法を変更することで、尾鷲の負担金額が３,

４１４万円も増額になったことを地方紙で知りましたが、広域議員でないからと

いっても、３,４１４万円もの増額を議会に報告もせず、３月定例会までも報告
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がないのも、紀北町でも問題になっていた議会軽視も甚だしくありませんか。そ

れとも既に施行中ならば、何でもありですか。このようなことでは、後に続く事

業も、これ、問題ありですよね。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、事実関係を申し上げます。今回の追加工事というのは、

東紀州環境施設組合の臨時会で、１月２９日に予算議決を行っていただいたと。

その件については気になっています。要するに、尾鷲市議会のほうにもきちんと、

まずは報告をしながら、それについてお願いをしなきゃならないと思っておりま

したので、この直近の定例会、２９日以降の直近の定例会で、今定例会の行政常

任委員会において説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 私は、後の問題を考慮して、あの場所でのごみ処理施設は反

対し続けてきました。各５市町で尾鷲の広域ごみの委員になれるのは、議長か行

政常任委員長しかなれません。他の市町では立候補制らしいですけど、尾鷲では、

失礼ですが、知識がなくとも、賛成派だけがなれる仕組みなんですね。私は甲種

火薬類取扱責任者や発破技士としての資格を持ち、４年間、採石場での経験や数

多くの林道工事、堰堤工事を経験している実績があるのに、広域ごみの委員にな

ぜ選んでもらえないのでしょう。知識のない議員を選ぶより、私を選んでいただ

ければ、尾鷲のためにも工事施工のためにもなると思いますが、どういう経緯で、

議長と行政常任委員長だけが広域の議員になれると決めたんですか。議会では、

そのような議論をした記憶は一切ありませんが。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほどの御質問に対しては、執行部として回答は控えさせてい

ただきます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 今、述べたように、私は資格や経験が数多くありますから、

忠告しておきます。基礎工法を変更するだけに、尾鷲市の負担額が３,４１４万

円も増額するのであれば、これからのピット掘削にはもっと巨岩が出れば、金額

の変更を認めるんでしょうか。あの土質であれば、さらに大きな巨岩や下手をす

れば岩盤帯が出てくると思いますが、そうなれば、地理的に爆薬、火薬類は使用

が難しいでしょうから、威力の劣る高価な静的破砕剤を多用しなければなりませ
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んね。 

 以前に、中村レイ議員が、土木工事は、どんなに難しい工事でも、お金を使え

ば工事は可能であると述べられていたことを覚えていますか。確かにそのとおり

ですが、その都度、税金から持ち出されれば、総合病院に続き、尾鷲の財政を圧

迫することになりますよ。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今回のこれは、この議会で、定例会で答えるべきじゃないんで

すけど、委員会のほうできちんとはさせていただきたいんですけれども、正直申

しまして、ボーリング調査によって、こういうどでかい石が出てきたと。それを

取り除くために、やっぱりこの１億８,０００万円弱の金額がかかった。これ、

要するに、事業をやっていれば、いろんな問題は出てくるということは、承知は

していないんですけれども、しかしこういうこともあるのかなというようなこと

で、しかしそれに対してはやらざるを得ないというようなことで、東紀州環境施

設組合のほうで決議されたと。尾鷲の分については、確かに交付金を差っ引きま

すと、尾鷲市の分の負担額としては、議員がおっしゃるように、３,４１４万円

何がしかの金。これも我々としては起債を起こしますので、その起債の借入れに

伴う交付金、あるいは交付金の交付税の算入措置がありますので、実質的には２,

２０４万円、これだけちょっと負担させていただきたいということを行政常任委

員会のほうでお願いしたいと思っています。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 広域ごみ処理施設などという、忌み嫌われるような事業を尾

鷲で行うのであれば、なぜ尾鷲が３,４１４万円も一番高い金額を負担せねばな

らんのですか。私はそういうところをもっと発言した委員を選出してほしいと思

っています。 

 しかし情けない話ですよね。大手の施工業者のプランテック・安藤ハザマ・平

野特定建設工事共同企業体の中で、あの場所の地形を見て、巨石が出るというこ

とに懸念を抱く技術者はいなかったということになりますが、経験値の高い技術

者がいれば簡単に問題提起できたはずですが、クリーンセンター施行時のデータ

は参考にしなかったのでしょうか。市長はいつでもそうですが、大手業者や大学

の先生の名前だけで何でも信じるタイプの人ですよね。私が広域ごみの委員なら

ば、間違いなく、最初からあの場所は石が出ると指摘していましたよ。あのメン

ツを信用しているのであれば、これ以上の税金の持ち出しは尾鷲が一番少ないよ
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うに施工を進めていただきたい。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この分については、これは東紀州環境施設組合で、尾鷲市から

も議員が出ています、各市町からの議員の中で構成された組合で、要するに基本

比率が何％で人口比率が何％。その結果が、先ほど申しましたように、２４.

何％のあれになると。これはお互いに認め合ったというような中身でございます

ので、これはこの場所で答えるべきどうのこうのじゃないと思うんですけどね。

やはりあくまでも、これ、東紀州環境施設組合で一応議論されながらこういうふ

うに決定したということでございますので。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 私が言うておるのは、これ、今後、公害などで迷惑を被るの

は尾鷲市民だから言っておるんですよ。 

 前回の一般質問で、また違う話ですけど、業者決定もせずに、議会承認も得て

いない、古道の湯の一方の候補者の代表者とのゴルフに同行したことについて、

前回、私が質問したことを覚えていますか。その折に、市長は、少ない休みの中、

ゴルフは年に１回しか行っていないと、たどたどしく述べられていましたが、あ

れは壇上でも述べましたが、③の自分を守るためのうそですね。あれから私なり

に調べてみました。年に１回どころじゃないじゃないですか。別にそんなものい

いですよ。私は市長にゴルフをするなとは申しておりません。ゴルフ自体悪いこ

とではないのですから。ただ、うそはつかないで認めることを、ほかの件でも素

直に認めていただきたいものです。それも議会承認前の大事なときの特定の候補

者だけとのゴルフ自体の行為はいかがなものでしょうかという意見をしたかった

だけです。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 私にとっては一応お仲間ですから、それはそのときに、直前に

どうのこうのしたんじゃなしに、前々からずっと、要するにルーティン化、恒例

にやっているグループでございますので。議員もおっしゃっていますように、ゴ

ルフがどうのこうのじゃないと言うのであれば、私もしかしゴルフぐらいの楽し

みぐらいちょっとやらせてくださいよ。 

 だから、要するに直前にどうのこうのじゃなく、恒例でやっていたんですよ。

やっぱりいろんな意見交換、情報交換したり、お仲間として、そういう理由でご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思っております。 
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議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） じゃ、３のうそじゃないですか。自分を守るためのうそ。

堂々と、するなと言っていないんですよ、市長。正直に言ってくれればええじゃ

ないですか、別に、怒っておるわけでも何でもないし。 

 広報おわせに、はがき形式の「市長への手紙」ってありますが、数人の市民の

方から、返事がないとか、質問の内容が違う返事が来たとか聞かれましたが、市

長は、これ、当然目を通しているのでしょうが、返事の内容は市長が書かれてい

るのか、それとも担当部署の職員が書かれているのでしょうか。もし、職員が書

いているのであれば、「市長への手紙」ではなく、「職員からの手紙」になって

しまいます。返事が届いた市民の方からは、あまりにもお粗末な内容であったた

め、ぜひとも聞いてくれとの返事であったので、お聞きします。本当に市長があ

れ、返事、書かれているんですか。ごまかしではなく、真摯に本心で答えをいた

だきたかったそうです。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 今年の「市長への手紙」、たくさんの方から、何通来たんだっ

たか、結構来ました。３０通ぐらいあったかな。ちょっとこれ、数は忘れたんで

すけれども。全部、その辺のところの御質問の内容について、御意見の内容につ

いて、全部目を通しました。これについて、私の意見も言って、一応まとめまし

た。私が全部まとめたわけじゃないです。専門的な話もありますので、担当課に

あれして私がチェックした。その結果、私は全部見た。私の名前で一応回答する

ということで、全ての方々について、自分でサインして、要するにお出ししまし

た。ただ、匿名の方がいらっしゃいましたので、匿名の方については御返事を出

すことはできませんので、そのままで預かっております。 

 以上でございます。 

議長（小川公明議員） ２番、西川議員。 

２番（西川守哉議員） 最後になりますが、以前に私が市民の憩いの場の公園ならば、

自分たちで国市浜公園などと決めずに、名前ぐらい公募すればよかったのにとの

発言を聞き入れられたのかどうか分かりませんが、今回、野球場の名前を公募し

ましたね。もし、聞き入れられたのであれば、私はうれしいことだと思っていま

す。他の事業に関することや一般質問での質問にも、少しはそういうふうに私の

話も聞き入れていただきたいと思います。 

 ちなみに、私もこの場を借りて、最後ですから、公募します。ちなみにネーミ
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ングは、津波浸水域だけに、嫌みを込めて、喫水線を意味するウォーターライン

というのはいかがなものでしょうか。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

議長（小川公明議員） ここで休憩をいたします。再開は１１時１０分からといたし

ます。 

〔休憩 午前１０時５７分〕 

〔再開 午前１１時０８分〕 

議長（小川公明議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、５番、佐々木康次議員。 

〔５番（佐々木康次議員）登壇〕 

５番（佐々木康次議員） 皆さん、こんにちは。 

 議員になりまして、４回目の一般質問ですが、くじ運が強く、今回も、大トリ

を務めさせていただきます。４回のうち３回が最後ということで、だんだんと慣

れてきましたが、通告に従い、一般質問させていただきます。 

 先月、突然、この３月３１日にて、地方の地域新聞である南海日日が廃刊とな

る発表があり、大変残念なニュースが飛び込んできました。発行以来、７５年６

か月にわたり、この地方の情報源の一つで、大きな役割を果たしてきたと思いま

す。市政や行事、イベント情報など、まちの話題、また、地域事業者の広告など、

幅広く報道していただき、地域の情報誌として欠かせないものでした。また、尾

鷲を離れて市外、県外で暮らしている方で、故郷の情報を知るために購読してい

る方もたくさんいると思います。人口減少による発行部数の減少、世帯数の減少、

物価高、人件費等の経費の高騰による値上げ、活字離れではなく、ライフスタイ

ル、価値観の変化によるものが原因かと思います。 

 新聞を購読していた方の中には、お悔やみの欄の情報を見るために必要という

方も多かったようですが、近年の家族葬、永代供養による墓じまいなど、今まで

の風習が大きく変わってきました。その価値観の変化による様々な消費の減少、

事業の閉鎖、また、故郷への法事などの行事、お盆、墓参りなどでの帰省の減少、

故郷への愛着の低下なども、多岐にわたり影響が出てきていると考えられます。

このことは、人口減少対策に取り組む行政や地域経済などに大きく影響する問題

があると思います。故郷を愛する心を根づかせるための教育や環境づくりなどが

非常に大切となってきていると思います。 

 今年、尾鷲小学校が創立１５０年となり、１００周年の際に、在校生１,３７
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７名の作品などをタイムカプセルで埋めました。それを５０年後の今年に掘り起

こすと、当時の長野市長の字で記した石碑が、タイムカプセルが埋められた校庭

に立てられております。タイムカプセルお披露目会を成功させるため、昨年から、

当時の６年生から１年生まで約２５名が集まり、実行委員会を重ねています。１,

３７７名の方のうち、どれだけこのふるさと尾鷲へ帰ってきてくれるか。今現在、

まだ分かりませんが、もう家族も家もない方もたくさんいますが、「そのときは

絶対に尾鷲へ行く」と言ってくれている方の声、「私たちにもできることがあっ

たら教えて」の声が多く届いております。これは当時の先生や父兄、地域の方々

の思いと、その後、尾鷲小学校に赴任された先生たちが大切に引き継いできてく

れたおかげだと感じております。 

 何十年ぶりにふるさと尾鷲に帰り、今の尾鷲の現状を見て、尾鷲を応援してく

れるきっかけにもなります。今の子供たちに、今度は何を残してあげられるか。

一番は、ふるさとに対する思いだと思います。そして、市内各小学校で展開して

いる「尾鷲育」は、今の子供たちに尾鷲を愛する郷土愛を根づかせていくために、

非常に大切であり、有効だと感じております。 

 また、一方で、様々な課題に対してのパブリックコメントを募集しても、毎回

非常に少ないようにも思います。これは情報発信が一方通行なのか、原因は何な

のかとも考えてしまいます。 

 今後、地元紙、南海日日が一つ減少するということで、情報発信が、これから、

今まで以上に市民の方が、市政や地域、ふるさとに興味関心を持っていただく対

策が必要かと思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

 今回の一般質問は、人口減少に伴うあらゆる現象と、情報発信と公的機関の人

材確保について、それと野球場の建設についてとなります。 

 壇上からは以上となります。よろしくお願いします。 

議長（小川公明議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、佐々木議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 議員おっしゃるとおり、昭和２５年の創刊以来、４分の３世紀以上にわたり、

当地域における新聞報道を担ってこられた地元紙の南海日日が今月末をもって廃

刊となることは、本市にとって、また、多くの市民の皆様にとっても大きな出来

事であると受け止めております。人口減少に伴う発行部数の減少や経済の低迷に

よる広告料収入の減少及び配達員の不足等が廃刊の主な要因と報じられておりま
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すが、当地域の戦後の復興期、中部電力尾鷲三田火力発電所を中心とした経済成

長期を経て、少子高齢化による過疎化が進む本市のそれぞれの時代の出来事をあ

りのままに報道してこられたその役割と功績を思いますと、とても残念で寂しい

限りでございます。 

 一方で、本市における情報発信の役割とその可能性の広がりは、ますます重要

になってくるものと認識しております。そのため、本年４月の組織機構の見直し

において、広報係を独立の係として、その役割を明確にするとともに、職員全員

で尾鷲市の魅力を情報発信すべく、その仕組みを整えており、新年度から、その

取組を一層強化してまいりたいと考えております。 

 また、市民の皆様にも、情報発信のパートナーとして参画いただくことも含め、

その取組の輪を広げてまいりたいと、このように考えております。 

 情報発信は、完成形はありません。今後も引き続いて情報発信に工夫を加え、

その取組を確実に積み重ねることにより、ふるさと尾鷲に愛着と誇りを持っても

らえるような情報発信や魅力発信に取り組んでまいりたいと、このように考えて

おります。 

 以上、壇上からの御質問に対する回答とさせていただきます。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ４月から南海日日がなくなれば、市民の情報取得、市政の

情報発信などは、地元紙の紀勢新聞はじめ、中日や伊勢などの各新聞、広報おわ

せが紙媒体となり、その他、尾鷲市ホームページ、尾鷲市公式ユーチューブなど

のＳＮＳ、ワンセグ放送となります。 

 今、市長が答弁されましたが、今後、対策として新たに考えている具体的なこ

とはありますでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、議員がおっしゃっていますように、情報発信における今

後の対策としましては、やはりこのデジタルツール、この積極的な活用によって、

情報発信力の強化、これを行うということは非常に重要であると考えております。

そのために、現在運用しております尾鷲市公式ＬＩＮＥなどのＳＮＳのフォロワ

ー数増加を目指して、それぞれのＳＮＳの特徴を生かした投稿とか、あるいは全

ての職員からＳＮＳによる情報発信が容易となるようなルールとして、「庁内Ｓ

ＮＳ運用指針」という、これを作成しております。全庁を挙げての活発な投稿を

進めてまいりたいと思っております。 
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 加えて、情報発信に特化した地域おこし協力隊の募集を現在行っており、新し

いメンバーも加えながら、さらなる本市全体の情報発信の充実を図ってまいりた

い、このように考えております。 

 以上でございます。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ＳＮＳは非常に今も頑張っておられると思いますが、やは

り高齢者が多いというのも事実でございます。 

 先日、委員会で環境課の地球温暖化対策実行計画のチラシは、これなんですけ

ど、僕も、分からない自分でも、非常に分かりやすいなと思いました。そういう

意味も込めて、また、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用により、

商品券事業の変更点や小学校入学祝い金の支給、水道料金基本料金無料など、こ

れから行われる件についても、意外と市民の方はあまり知られていなくて、よく

いろいろ聞かれます。 

 尾鷲市公式などのＳＮＳの配信も、かなり浸透してきているようには思います。

ただ、イベント情報がすごく積極的に行われておりますが、これは非常に大切な

ことですが、前回の定例会で話が出た斎場の副葬品の件とか、先日、市民の方か

ら、少し前に空き巣被害がかなり増えていたときがあったと。そんなときに、や

はり警察だけではなく、やっぱりそういうものも使って注意喚起をしてほしいと

いうことも聞きました。 

 まだまだ市民の方が浸透していない件がたくさんあると思いますので、これか

らＳＮＳも使いながら、イベント情報以外のほかにも、やはり市民に知っていた

だくことを流していただけると、配信していただけるとよいかと思います。 

 また、この地域の高齢者の方には、まだまだＳＮＳなどの浸透は難しいような

気がしますので、その辺りのフォローも御検討お願いします。 

 この間来た広報おわせも、かなり読みやすく、分かりやすくなってきておりま

す。だんだんだんだんとすごく読みやすくなってきているように感じますが、さ

らに読みやすくなるように期待します。 

 地元紙がなくなることは、この地域のあらゆることに危機感をさらに強くしま

す。 

 日本では、少子高齢化が進行し、今後、さらに労働力不足が深刻な問題になっ

ていくと考えており、多くの企業が働きやすい職場の実現や賃金の引上げなどを

行い、人材確保に向けて尽力しています。 
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 そのような環境下で、公務員も同様に、人材確保が深刻な課題となっているよ

うに思います。特に、地方公務員は、市民への距離が近く、地域社会の生活基盤

を支える重要な役割を担っており、人材が確保できないと、その地域の生活基盤

が維持できなくなるおそれがあると考えられます。 

 先日発表された、この春の企業の採用は、必要とする募集人員に対して、初め

て７割を切ったと報道されていました。人材確保が深刻な今、都市部と地方、こ

の地域の条件はさらに厳しい状況かと思います。 

 そこで、この春からの職員の採用、採択状況を教えてください。また、採用人

数は募集に対して予定どおりだったでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほどの広報の市民の分かりやすくとか、これはよろしゅうご

ざいますか、回答は。 

５番（佐々木康次議員） お願いします。 

市長（加藤千速君） まず、先ほども申しましたように、デジタルツール、これを推

進していこうと思っております。これまでにも、高齢者の皆様が、要するにＳＮ

Ｓなどのデジタルに触れる取組も進めておりますけれども、今後はさらに民間事

業者と協働したスマホ教室、こういったものを開催して、デジタルに触れる機会

というのをどんどんどんどんつくってまいりたいと、このように思っております。 

 そして、広報おわせの件につきましては、一方では、行政からお知らせするも

のもあるわけなんですね。要するに、一方通行的なものもあります。しかし、双

方向であるものもあると思います。その場合には、地元新聞が得意とした、市民

の活躍とか、あるいは地域の歴史文化、こういったものに対しても焦点を当てて、

記事作りにも今後一層取り組んでいきたいと。 

 私自身は、最近の広報おわせというのは、議員もおっしゃっていますように、

非常によくなってきております。それは何なのかといいますと、市民の皆様から

のいろんな要望をいかにしてそれを取り上げながら広報に乗っけるかという、そ

ういう話もあるんです。 

 今後も引き続き、分かりやすい、読みやすい、すなわち、やはり、先ほども申

しましたように、完成形ではないですから、いろんなことをやり取りしながら、

広報というのはやっぱり充実させていきたいと、広報紙を。そのためには、具体

的に言ったら、文字がちょっと小さかったら大きくするなり、あるいは写真とか、

イラストとか、そういったものを大きくしながら、要するに、先ほど申しました
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ように、分かりやすくって読みやすいこの広報紙作り、これを心がけて、より魅

力的な紙面作り、これに取り組んでいきたいと思っております。 

 次に、一番大変な、正直言って、新規職員の採用。具体的には後ほど総務課長

のほうから申し上げますけれども、何といっても我々としては、今、第７次総合

計画、尾鷲市の総合計画、これに基づいて、一つ一つきちんと主要事項も踏まえ

ながら、具体的にどうやっていくかということを今取り組んでいます。もう何年

も取り組んでいる。その中で、特に、先ほども御質問ございましたけれども、１

０項目にわたるその大型事業、これを推進していかなきゃならないと。そのため

には、どうしてもこれを実現するためには、優秀な職員の人材確保というのは絶

対必要なんです。また、この持続可能な行政サービス、これを維持していくため

には、人材確保の重要性というのは重要な課題であると認識しておりますんです

けれども、特に職員採用については大変厳しい状況でございます。その辺の詳細

につきましては、総務課長から具体的に説明させていただきたい、このように考

えております。 

議長（小川公明議員） 総務課長。 

総務課長（森本眞明君） それでは、説明いたします。 

 令和８年度に向けました新規採用職員につきましては、特に技師職員の確保を

念頭にしまして、昨年６月に、土木建築技師等の専門職、そして、９月と本年２

月でございますが、事務職及び専門職の採用試験を実施いたしまして、計３回の

募集を実施しているような状況でございます。 

 昨年の６月、９月の募集人数といたしましては、事務職を５名程度、土木技師、

建築技師が各２名、水産技師１名、保健師２名のところ、応募状況といたしまし

ては、事務職につきましては、募集人数を上回る募集のほうがございました。し

かしながら、専門職につきましては、いずれの募集についてもほぼ応募がない状

況でございました。今現在進行中の２月実施の正採用試験、こちらのほうでござ

いますが、まだ試験結果が決定しておりませんので、採用人数のほう、こちらの

ほう、確定していない状況でございます。 

 以上でございます。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ありがとうございます。 

 ここ近年、やはり採用に対して、人材確保に対しての変化、危機感について、

当市の状況を教えていただきたいと思います。今、非常に技師が少ないというこ
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とが答えられておりましたが、今後、やはり尾鷲市政を進めていく上で、どのよ

うな危機感を持っているか、そしてどのように考えておられるか、ちょっとお願

いいたします。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほど議員のほうから具体的におっしゃったのは、私も申し上

げましたけれども、もう専門職は非常に集まりにくいわけなんですね。特に土木

技師、こういった関係の、先ほど総務課長が説明したとおりでございます。これ

をどういうふうにやっていくかということについては、非常に課題に対する対応

というのは非常に難しゅうございます。 

 一番大きな、はっきりしているのは、要するに公務員と一般企業では賃金格差

が非常に大きいというわけなんですね。それで、やはりみんないいほうに行っち

ゃうんじゃないかなと。それと同時に、やっぱりもっともっと民間で自分の力を

発揮したいという、そういう意欲もどんどんどんどん出てきているようでござい

ますし。 

 要するに、根本は、現在、この公的機関の人材確保については、当然のこと、

全国的に少子化というものが非常に進んでおりますので、大変なんだ。特に、昔

はよかったんです。地方公務員とかやったら、みんなあれしました。倍率も高か

ったです。最近では地方自治体、特にこの我々のような過疎地域において、公務

員という職業が、安定性だけで人材を引きつけることが非常に難しくなってきた。

賃金とか、そういったいろんな話もあるんですけれども。その課題もたくさん。

本市においても、若者が都市部へどんどんどんどん流出してしまうと。職員採用

の応募者が減少していくのは事実です。採用試験の倍率、これも低下しているの

は事実です。先ほど申しましたように、もう集まらないと、土木建築技術職、こ

ういうのが大変困難な状況になっておりまして。しかし、職員の人材確保につい

ては、これは本市の将来を左右する極めて重要な課題でありますので、もっとも

っと課題を解決するための改善策ということは考えていかなきゃならない、この

ように考えております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） 今、一般企業においても、面接のドタキャンや内定辞退も

当たり前となってきているようになっております。人材確保は公務員も共通の問

題点となっており、一般企業の採用で、新卒、若年層の中途採用において、ＳＮ

Ｓからの経由が圧倒的に増えてきているようです。 
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 また、来春の新卒者の就職活動がスタートしましたが、相変わらず売手市場で、

より民間企業も予定人材の確保が難しくなってきているようです。 

 先ほど総務課長からもありましたが、今、新卒も難しい状況で、中途採用に力

を入れている行政もあるようですが、尾鷲市の中途採用の人材確保については、

どのような状況で、どのような対策を取っているでしょうか。 

議長（小川公明議員） 総務課長。 

総務課長（森本眞明君） それでは、お答えいたします。 

 職員の採用につきましてでございますが、現在、従来の公務員試験に代わりま

して、民間企業で行われております適性検査、面接重視の選考の導入、こちらの

ほうから、採用年齢制限もつきましても、事務職につきましては、令和元年度よ

り３５歳まで引き上げております。専門職につきましては、令和６年度より４５

歳、こちらのほうまで引き上げることなど、民間経験者も受験しやすいような環

境を整えまして、即戦力となるよう、社会人採用、こちらのほうについても積極

的に取り組んでいるところでございます。 

 民間企業で培われました専門性、実務経験、こちらは行政にとっても大変大き

な財産ということになります。組織の活性化にもつながるものと考えていること

でございますので、十分、中途採用、こちらのほうの部分に関しても重要なもの

というふうに考えております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ありがとうございます。 

 やはり新卒だけではもう集まりにくいということが現状だと思いますので、中

途採用で優秀な人材を集めていくということが非常に大切かと思います。 

 そして、全国的に、公的人材の離職率も高くなってきており、特に若手職員の

離職の増大は深刻で、総務省の地方公務員の退職状況調査では、３０歳未満の普

通退職者の数は、２０１３年の１万６８０人から２０２３年の１万８,４１８人

となり、１０年間で１.７倍になっております。 

 各自治体は、人材確保、育成、定着についての対策を講じているようですが、

市が現在行っている離職者をなくすための取組、対策はどのようなことがありま

すか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員おっしゃっています人材確保、育成と定着につきましては、

職員の能力向上を通して行政サービスの向上に寄与するための職員研修体制、こ



－１５７－ 

の整備を行いながら、それぞれの職位等に応じた研修のほかにも、それ以外に、

今、三重県総合事務組合などが研修機関、私もよく、ここの理事にもなっている

んですけれども、三重県総合事務組合等の研修機関が実施している、様々な研修

へ職員を積極的に派遣させております。職員一人一人のスキルアップというのが

やっぱり大事ですので、それを図りながら、やりがいが実感できるキャリア開発、

そして職員の意識向上、こういったことに取り組んでおります。 

 一方では、ワーク・ライフ・バランスとか言っております。あるいはメンタル

ヘルスとか、ハラスメント対策とか、こういったことも、今、盛んにその対策が

必要であるということで、良好な人間関係づくりとか、快適に仕事ができるよう

な職場環境づくりについてもきちんと取り組んで、職員の定着につながるような、

そういう組織づくり、こういったものを進めていきたい、このように考えており

ます。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） 先日、委員会で示された尾鷲市まち・ひと・しごと創生総

合戦略検証シートで、基本目標１の就業者数の令和８年の目標値６,０２８人。

令和６年、５,１１５人から、人口減少と高齢化、労働生産人口の減少により、

厳しい目標値だと思うので、雇用を生み出す事業については、待ったなしの状況

かと思います。 

 また、基本目標２から４までの中で、住み続けたいと回答した割合で、１０代

から５０代が目標値に対して実績値が非常に低いのが気になります。働く世代、

子育て世代の方が住み続けたいと思う比率が非常に低いと感じられます。このこ

とが、基本目標１から４の全てに影響していると思います。就業者数、転入者数、

子育て支援の満足度、地域医療体制の満足度から総合的に課題解決をしていく必

要があると考えます。 

 そのためにも、今後、市政を運営するに当たり、公的機関の人材確保に対する

取組は非常に大切だと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員が御指摘のこの基本目標１から４について、かなり影響し

ているということなんですけれども、我々の市政としましては、いろいろござい

ますけれども、特に子育て支援とか、地域医療体制、これについては力を入れて

おりまして、かなりやっぱりいろんな策を講じながらやっているわけなんですけ

れども、どうもやっぱりこの満足度が上がらない。我々は本当に、もう本当に子
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育てについても結構いろんなことをやっています。地域医療についても、今まで、

医師の数云々といっても、やっぱり何とか何とかしながら、努力しながら、満足

度を高めるように頑張っているんですけれども、一向に満足度が今までどおりで

あると。どうすればいいかということ、悩みの種なんですけれども、非常に私自

身もどうすればいいのかなという。やるべきことはきちんとやっていこうという

ようなことでやっているんですけれども。 

 現在、この地域活性化への取組というものについて、一方では、防災、老朽イ

ンフラ対策などの、こういう行政のニーズは、最近本当に複雑化して、高度化し

ております。したがって、職員一人一人に求められる専門性や役割も高まってき

ている中で、職員については、特に、先ほども申し上げておりますように、土木

建築の技術職などの専門職の確保が非常に大変難しいという状況でございます。 

 その職員の募集につきましては、昨年度より複数回の採用試験を実施しており

ます。だからさっき総務課長が申し上げたように、もう定期採用は非常に難しい

んじゃないかということなんです。だから、不定期採用でいこうぜというような

方向は決まっております。それで、もう一つは、中途採用、こういったことも今、

３５歳と４５歳とも申し上げた、これもやっぱり考える必要があるねと。もうそ

ういった形の中で、いかにして優秀な人材を確保するかということについては、

非常にやっぱり重要なことであるんですけれども、大きな課題を抱えているとい

うのは事実でございます。 

 そういった中で、いろんなセミナー、合同就職セミナーの開催、三重県のほう

でやっていただいたりしながら、職員の確保について、いろいろ努めているわけ

なんですけれども、大変難しい状況が続いています。 

 今後についてもそういう、あくまでもやっぱり我々としては、限られた人員で

行政サービスを維持しなきゃならないと。そのためにも、さっき、今、これから

も進んでおりますけれども、ガバメントクラウドと言われるデジタル化を進める

ことによって、まずやっぱり業務の効率化、これを高めながら、そして尾鷲市定

員適正化計画、これがもうこの二、三年大変です、さっきのように。これはもう

絶対見直さなきゃならない。そして、優秀な職員の人材確保を進めながら、我々

としては持続可能なこの行政サービス、これを実現していきたい、このように考

えております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ありがとうございます。 
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 今回の機構改革に伴って、今後、大型１０大事業、その先の市政運営をしてい

く中で、今現在の職員数の現状と、今後の人材に対しての予測、人材確保に対し

ての対策は、先ほど市長も述べられましたが、今後を予測して、どのように対応

していくのかを伺いたいと思います。 

 公的機関の人材は、行政職や技術職、教育職、福祉職、公安職など、多岐に多

様にありますが、先ほど言われましたＡＩやＤＸで補う部分と、人にしかできな

い仕事があると思います。このＤＸなども取り入れながら、どのように人材を確

保して、どのように今後、１０年先、尾鷲市の人材確保についてやっていくのか、

お伺いいたします。 

 そのためにも、やはり先ほどから申し上げていました、市長もおっしゃってい

ました育成、定着のプログラムも必要かと思いますが、いかがでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） なので、やっぱり我々としては、要するにこの尾鷲、これをよ

くしたいと思う、そういう思いを持つ人材、こういう人たちをいかにして集める

か。そして、尾鷲に可能性を感じていただけるような、そういう人材、この方々

を広く迎え入れながら、その方々を育て、そして定着していただくことというこ

とが、市政の持続的な発展につながると考えているわけなんです。大変難しいで

す。それを、いろんなノウハウを使いながら、いかにして多くの人材、そういう

人材を集めるかということは、もう最大の難関です。これをやっていかないと、

もう大変な状況になるということも、一方の側面では、こういう問題も抱えてお

ります。 

 したがいまして、総花的になりますけれども、要するに人材の確保、育成、定

着を一体的に進めながら、持続可能な行政体制、この確立に全力を取り組んでい

きたいと私は思っております。 

議長（小川公明議員） 副市長。 

副市長（下村新吾君） 尾鷲市の一般行政部門の職員につきましては、令和６年の４

月１日で１４９名となっております。ただ、今から２０年前の平成１６年では１

９０名、さらに１０年遡ると、平成６年の２２７名という一般行政部門の職員が

おりましたが、この頃は人口も２万６,７２４人というような状況で、人口減少

とともに定数削減ということが進んでおります。 

 先ほどから申し上げておりますように、専門職の採用が大変厳しいということ

で、私が総務課長の頃、いわゆる奈良県は小さな自治体が多いということで、土
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木技師等の専門職員、保健師等がなかなか採用できないということで、県が技師

を募集して、各自治体に配置というようなこともやられておったようです。そう

いうことも踏まえて、私も三重県のほうにそういう話をさせていただいたんです

が、三重県自体も、そういう専門職の採用が難しい、また、離職が多いというこ

とで、大変今後もそういった専門職の採用については、我々は人事院勧告に伴っ

て給与表をつくっておりますので、民間に迫るということは、各自治体で自由に

できるということができませんので、今後も、この職員の確保につきましては、

いろいろ知恵を絞っていかなくてはならないと思っておりますが、現実問題、伊

勢市以南の自治体では、年々応募が減っておるというような状況で、本市におき

ましても、役職定年を待たず離職する職員が、役職定年を迎える職員より多くな

っておるのが現状でございます。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ありがとうございます。 

 本当に将来のことを考えると、非常に人材に対して不安を感じます。本当に県

との関係も重要だと思いますし、やはりこの地域を取り巻く人材というのは非常

に厳しいかと思います。人口減少に伴って、職員の数はどうしても減らしていか

なければいけないと思いますが、今、やはり尾鷲市が抱えている事業や大きな問

題に関しては、やっぱり最低限必要な人材、優秀な人材が必要となると思います

ので、これからもよろしくお願いします。 

 また、昨年９月の定例会で、一般質問で、ハラスメントの件についても質問さ

せていただきましたが、公的機関の人材確保とともに、今、一生懸命業務に取り

組んでおられる職員が気持ちよく働く環境、やりがいのある環境の整備、スキル

アップの育成も、求職、離職、採用にも影響が出ると思います。そこには、やは

り採用に対しても、ふるさとへの愛情、郷土愛、尾鷲をよくしたいと思う職員の

強い意識が大きいと思いますので、今後、さらに人材確保、育成、定着にも力を

入れていただくようお願いいたします。 

 そして、ＳＮＳなんかにも力を入れていくということなので、やはり尾鷲の職

員を募集するときに、尾鷲のよさをもっとアピールして、一緒に尾鷲をよくして

いきませんかというような、市や市外、県外におられる方に見ていただけるよう

に、尾鷲を共に発展していきましょうというようなアプローチも必要かと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

議長（小川公明議員） 答弁、ございますか。 
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５番（佐々木康次議員） お願いします。 

市長（加藤千速君） 先ほど、議員のほうから、人材をあれするためにはどうすれば

いいのかというような話の中で、要は、先ほども申しましたけれども、やはり尾

鷲をよくしたいと思いを持つ人材とか、尾鷲に可能性を感じている人材という、

これを我々広く求めているのって、これ、一方通行なんですね。彼らが、彼女ら

が感じてもらわなきゃならないんです。そのためのやっぱりツールというのはめ

ちゃくちゃ必要なんですね。一つは、チラシだってそうだと思います。いろんな

形の中で発信ツールというものをいろいろ考えていきながら、いろいろやってい

るんですけど、それが何かまだうまく、やっていることはやっているんですけど、

通じていない可能性が強いということで、もっとやっぱり深掘りしながら、いろ

んなことを考えていかなきゃならないと。あくまでもやはり、思いはそういう思

いでございますので、それに対する対応方法ということもきちんとやっぱり深掘

りしながら考えていきたい、このように考えております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ありがとうございます。 

 続きまして、野球場の建設についてお伺いいたします。 

 いよいよ完成が近づいてきた国市浜公園野球場建設ですが、今回の議案に追加

されて、予定よりも遅れると聞きましたが、完成予定はいつ頃になる予定でしょ

うか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この新野球場の建設につきましては、今年度中の完成というこ

とを前提として整備を進めてまいりました。ですけれども、この野球場自体は、

３月中に完成いたします。しかし、やっぱり野球場だけを完成すると、周りの要

するに環境を整えなきゃならないということで、要は国市浜公園整備がこれから

継続していきますので、これを利用開始するに当たって、やはり来場者の安全性

確保のための、ある程度の整備が必要であるということを判断いたしました。結

果、野球場周辺の仮囲いの敷設や、あるいは仮駐車場の整備を実施する必要があ

りますので、これらの追加工事が３月を超過することが明確となりましたので、

本定例会の追加議案としてお示ししましたように、令和７年度の野球場工事関連

予算の繰越しをさせていただきたい。そのために、そういう事情で、楽しみにお

待ちいただいた市民の皆様に、本当に大変申し訳なく思っております。 

 これらの工事につきましては、大体完成が４月末までに完成を見込んでおりま
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す。ただ、野球場の供用開始につきましては、やはりこの避難路の確保というも

のを含めて、利用者の安全を確保しなければならないと。その上で、これに関係

している関係者の方々と調整を図りながら、今後、決定させていただきたい、こ

のように思っております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） その供用時期ですが、今分かっている時期は大体いつぐら

いなのでしょうか。最初、ゴールデンウイーク前とか言っていましたが、供用さ

れるの、ずっと遅れるということで、市長はどの辺を想定していますか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） これ、まだ完全に調整はできていないんですけれども、今の状

況を見ますと、先ほど申しましたように、野球場本体、周りのほうの仮囲い云々

で４月末ぐらいにできると。あとは避難路をきちんとあれしながら、やはりせっ

かく来ていただくためには、その方々の安全性というものをまず第一に、もうこ

れが、安全性ができていなければ、要するに供用開始はできないと思いますので。

そうすると、これが４月の末で、その後２か月ぐらい延びるんじゃないかなと。

僕としては、その辺の２か月ぐらい延びるんじゃないかなということで、いつ頃

ということはちょっともうしばらくお待ちしてください。きちんとした、お互い

に調整をしながら、しかるべきときに御報告させていただきたいと思っておりま

す。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） やはり昨日、入田議員も質問されていましたが、先ほど西

川議員も言っていましたが、愛称の応募が非常に好評で、たくさん応募があった

と、昨日もお聞きしました。それだけたくさんの方が楽しみにしているのだと感

じております。私も応募しました。応募したんですけれども、公表はしませんが、

ぜひ本当に親しみのある球場の名前が決まることを願っております。 

 それと、やはりまだいつ供用開始がされるかという、決まっていないとおっし

ゃられるということは、反対にいいふうに考えて、ちょっと時間があるというこ

とで、オープニングセレモニーの予定とか、内容について、今、具体的に決まっ

ていること、また、考えておられることはどういうことか、お聞きしたいと思い

ます。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、この新野球場の愛称募集、ありがとうございます。 
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 現在、２月の２６日現在で既に１４５件、皆さんから非常にこの野球場に対す

る期待とか、関心度が高いということが非常に感じる次第でございます。募集期

間は一応３月１３日まで、２週間ほど延長いたしまして、愛称の決定については、

３月中に予定しております。 

 次に、このオープニングセレモニー、俗に言うこけら落としというんですけれ

ども、これはぜひやりたいなと思っております。そのためにも、この新野球場の

建設が遅れることから、このオープニングセレモニーについては、当初の予定か

ら、先ほど申しましたような、遅れるということになります。 

 時期につきましては、要するに野球場の供用開始って、これから要するにオー

プンするというようなことで、それに合わせた形で実施させていただきたいと。

何分にも、利用される方の安全確保の上で、安全確保ということを大前提としな

がら、関係者と調整を図りながら決定したいと。 

 内容については、またこれ、はっきり決まっていませんけれども、やはりセレ

モニー、こけら落としには、私は前々から言ってあるんですが、一応これ、野球

場なんです。野球場のあれで一番上なのは、尾鷲野球少年団の、何か、要するに

記念試合とか、そういったものを基本にしながら、こけら落としについては、こ

の尾鷲野球少年団を基本にいろいろと考えていきたいと思っておりますので、ま

たいろいろアイデアがあれば、ぜひいただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） 市長の所信表明で、野球のみならず、スポーツ振興ゾーン

を起点とする新しい人の流れの創出に向け、集客交流人口の拡大や地域活性化に

つなげる拠点とするとお話しされておりました。昨日もこの話、完成後の利用計

画とかも話が出ましたが、せっかくのすばらしい施設ですので、地域のスポーツ

振興はもちろん、子供の居場所、いろいろな大会や催しの誘致など、市外や県外

から人を呼び込むような運営も必要かと思いますが、その辺、先ほど尾鷲の野球

団中心にとおっしゃっていましたが、それを活用して、いろんな市外や県外から

人を呼び込むような大会とか、そういうことも考えておられますでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この新野球場につきましては、まず、広い敷地の中で、ナイタ

ー照明、これも完備しております。こういうことですので、まずはやっぱりスポ

ーツ交流の場、やっぱり野球が中心でスポーツ交流の場。ただ、それだけじゃな
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しに、スポーツを通じて集客交流人口の拡大というのは、私、欲持ちですから、

やりたいんですね、いろんな。それで、地域活性化につながるような拠点として。

一方では、文化活動、あるいはイベント利用、おっしゃっていますように、子育

て支援イベント、こういったものを様々にやっぱり利活用していきたいと思って

おります。 

 一方では、この球場自体が全面人工芝です。人工芝等の影響についても、やっ

ぱりしっかりと考慮しながら、全国事例や県内市町の活用状況などを、参考情報

を収集して、またいろいろと市民の皆様から御意見をいただきながら、これを積

極的に図ってまいりたいと。 

 完成後の利用に関しましては、大会利用など、現在、幾つか日程の打診をいた

だいております。ですけれども、これについては、主催者側に正式決定とか、あ

るいはアナウンスが行われておりませんので、今の状況では、いつ、こういうと

ころということはお答えできません。こういう状況でございますので、ただ、先

ほど申しましたように、打診は幾つかいただいておりますので、これがはっきり

決まりましたら、先ほどと同時に御報告させていただきたいと。大会誘致とか、

合宿誘致などについても、これから引き続き精力的に取り組んでまいりたい、こ

のように考えております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） 非常に楽しみにしておるわけですが、この野球場をアピー

ルしていくには、やはり尾鷲出身のプロ野球３選手が大きな役割を果たすと思い

ます。それぞれの選手を招いてのイベント開催の予定とかは考えていますか。 

 また、昨年９月の定例会でも発言しましたが、３選手がこの温暖な尾鷲で自主

トレをしていただくことを働きかけて、何とか毎年故郷のふるさと尾鷲から来シ

ーズンに向けての体づくり、少年野球の子供たちとの交流などが実現できるよう

進めていただくことを願いますが、自主トレ誘致は、今の現状、どのようにお考

えでしょうか。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員おっしゃるように、この本市出身、同世代、１年置きのプ

ロ野球選手が３名活躍している、まさしくこの尾鷲の誇りであります。 

 また、この３選手に対する市民の皆様の期待は非常に高うございます。そのあ

れは、広報おわせ１月号で、３選手の特集記事を行いました。これ、非常に大き

な反響をいただいております。あとは、これ、記事をあれしたと。 
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 本来では、私の思いとしましては、ぜひこの３選手が、おっしゃるように、自

主トレとか、いろんな形の中で、３選手そろった中で、何かそろい踏みで、いろ

んなイベント等をやっていきたいと思うんですけれども、ただ、非常にこれも難

関な門がありまして、プロの選手でありますから、日程調整とか、これ、条件面

で非常に厳しい……。 

議長（小川公明議員） 市長、正午の時報のため、申し訳ないです。 

 ここで正午の時報のため、中断をいたします。 

〔休憩 午前１１時５９分〕 

〔再開 午後 ０時００分〕 

議長（小川公明議員） 会議を続行いたします。 

 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほど言ったプロの３選手、こちらのほう、自主トレはそれで

いいんですね、自由にやって。それを何かイベントに絡ませて云々という、こう

いうことになりますと、要は、先ほども申しましたように、日程調整がまず、こ

れを何とかしなきゃならないと。条件面で、非常にやっぱり球団が厳しいんです

よね。いろんな制約を加えてきて、この前も、湯浅選手の講演会をあれするとき

に、いろんな事情で大変厳しい状況です。その辺のところは非常にハードルが高

いものですから、それを何とかクリアしなきゃならない。 

 やっぱり思いとしては、この新野球場にそれぞれ招いて、３選手のこのイベン

トは実現してほしいな、したいなと思っております。その際には、市内外に非常

に大きなインパクトのあるイベントになりますので、我々一生懸命、実現に向け

た努力というものを続けたいと。やはりこれが来年になると思いますんですけど、

来年の１２月がそういうあれだと思うんですが、その辺のところをまず目途に、

球団側ともいろいろと交渉しながら進めてまいりたいと思っております。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） ぜひ実現できるようにお願いしたいと思います。 

 この野球場も遅れていまして、ともに、前回の定例会でも取り上げた体育文化

会館と中央公民館の耐震改修についても遅れています。早く実施、実現できるこ

とをお願いするとともに、図書館や体育館、中央公民館、中村山市役所を一つの

エリアとして、子育て、スポーツ、教育、文化、そして経済につながる集客交流

のエリアになるよう、野球場とともにお願い申し上げます。 

 最後に、今回の定例会の前に尾鷲市市民憲章を朗読しましたが、私自身読んだ
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ことがなく、初めての経験で、これは市民の方の中にも、市民憲章を知らなかっ

たり、朗読する機会がないと思いました。尾鷲市のいろいろな行事の中で朗読し、

広く市民に意識を持っていただき、郷土愛につなげていってはいかがでしょうか。

そして、住み続けたいまちへ、次の世代、子供たちへ継承していただけるよう、

尾鷲がもっともっとよい方向へ向かうことを願います。 

 以上で、私の一般質問は終了させていただきますが、市長、最後にお願いいた

します。 

議長（小川公明議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この市民憲章、４月の第１回の定例会であれしているわけなん

ですけれども、本当にこの市民憲章って何なのかということをやっぱりひもとい

てやる必要があると思うんですよ。これは、聞くと、要するにまちの理想像とい

うものが、一方では一つの大きな柱になっている。それを、まちの理想像、この

市民憲章を基盤にして、要するに尾鷲市の最上位である総合計画、第７次、そう

なんですけど、第７次総合計画を一応つくっていると、策定していると。だから、

市民憲章は基盤であると、そういう話もありまして、実を言いますと、毎月毎月、

市役所の全体朝礼をやっております。その際に、やはり同じような形で、職員か

ら、毎月１回の朝礼でもって、市民憲章の朗読をしようと、これを決めました。 

 一方では、先ほども言ったように、市民の皆様によく知っていただくために、

広報おわせにこれを、どこになるか分からない、私は見開きって言っているんで

すけど、そこに、広報おわせにこの市民憲章を掲載してもらうというようなこと。 

 もう一つ、市民憲章のこういうあれがあるんですよね。これを、ずっと言って

いますけど、私、正面玄関、入り口に、やはりそれを掲載したいなと思っていま

して、そういう形で、要するに市民の皆さん、あるいはもちろん我々の職員もそ

うなんですけれども、そういうことを踏まえながら、市民憲章というものを広く

周知させていただきたいと思いますので、こういう気持ちでやっておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川公明議員） ５番、佐々木議員。 

５番（佐々木康次議員） 以上で一般質問を終わらせていただきます。どうもありが

とうございました。 

議長（小川公明議員） 以上で通告による一般質問は全て終了いたしました。 

 これをもって一般質問を終結いたします。 

 以後、会期日程のとおり、明日５日木曜日には午前１０時より行政常任委員会
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を開催していただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日はこれにて散会いたします。 

〔散会 午後 ０時０５分〕 
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